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Abstract
　This  paper  invest igates  the  s ta tus  of  the  es tab l i shment  of  ' the  Law of 
metropolitan trial' in medieval Russia. It can be said that until now, researchers, 
using this 'law', have drawn arbitrarily the history of Russian medieval law. But 
they have not advanced research of this law itself enough. 
　As a result of discussion of this paper, the following was revealed:
1)  This 'law' was established in the northern region from the late 14th century to 
the early 15th century. It is created from the perspective of Moscow, but may not 
have been created in Moscow. 
2)  This 'law' has nothing to do with the trial of the metropolitan. It contained the 
provisions of the Bishop trial.
3) The editor of the 'law' created it as a private reference. 



















２　イヴァン三世の1497年法典については、Судебник XV-XVI вв. М., 1952; Алексеев Ю. Г. Судебник 













































なった。最後にユシコフの35-36条は、新37-38条となった。Памятники русского права（以下ПРП.と略）. 
































５　Описание славянских рукописей Синодальной библиотеки. отд. 2, Вып. 3. М., 1862, С. 692-694.こ
の刊行は一部のテクストを省略するなど、不十分なものであり、後にユシコフ、チホミーロフはその研究に
おいて全テクストを改めて公刊している。
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44　この単語は殆どの場合、罰金ではなく、「殺人」そのものを指す。Словарь русского языка XI-XVII вв. 
вып. 4, 1977, С. 390. 手数料としての使用は限定される。
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60　Тихомиров, Правосудье, С. 43-44.
61　「裁判法」第5条は、前半がプラウダ拡大版第36、37条、間に出自不明の、ネコの窃盗に関する条文、そし
て後半は第28条を土台とする。特にネコの窃盗は、プラウダを含め他の文献に出てこない特異な条文である。










































Ипатов, Правосудие, С. 203-204.
くいのだが、条文が具体性に欠ける以上、筆者が言えるのはここまでである。
　こうした結論は、部分的ながら、「裁判法」を使ってロシア法史の流れを描いてきたこれまでの
研究の見直しに結びつく。モスクワを中心としたロシア統合の流れの中で生じた教会法制度の集権
化やそれに反発する分権化が本法に基づいて論じられてきた。また聖職者身分の形成や教会裁判の
発展も論じられてきた。もちろん、「裁判法」を構成する個々の条項は、当時の法文を土台に作ら
れており、当時の法や法制度の考察に利用できる。ただ、本稿の結論を踏まえるならば、それは条
文毎に、地域性を考慮して行われなければならず、至る所、これまでよりも慎重な考察態度が求め
られると言える。少なくとも集権化や分権化といった判断は「裁判法」を使って出来るものではな
い。他方で聖職者裁判の具体的な側面については、借用元の法や借用後の「裁判法」の条文を使っ
て明らかに出来よう。但しそれも、北方地域における状況であることは念頭に置かねばならない。
　「裁判法」を含むこの時期の諸史料を使った中世ロシア法史、とりわけ教会裁判権の歴史の詳細
な見直しは、次の機会に行われる。
　＊＊＊
　いわゆる「府主教裁判法」試訳
　＊条文区切りはユシコフに倣ったが、本来、条文テクストに区切りはない。
１　大公の名誉の毀損に対しては、〔毀損者の〕頭部を切断する。それ以下の公、或いは村の財産管理人、千人
長、侍従、貴族、下僕、典院、司祭、輔祭の〔名誉を毀損した〕場合、〔被害者の〕財産と勤務に応じて名
誉毀損料を定める。
２　公のチウンに対する名誉毀損料は1金グリヴナであり、代官への名誉毀損料も同じである。
３　誰かについて名誉毀損料として1金〔グリヴナ〕の判決が出す場合、その金〔グリヴナ〕からは裁判官は金
を得ない。彼らは裁判手数料を分割する。
４　以下の罪により、夫をその妻から離別させる。
　…1）彼の妻が他の男といるのを見出した場合。彼女に対する裁判があり、彼らを離別させる。
…　2）妻が夫の毒殺を企んだ場合。
…　3）夫以外〔の男〕と寝た場合。
…　4）〔夫以外の〕男と宴会に行った場合。
…　5）〔夫以外の〕男と遊戯に行った場合。
…　6）夫から盗むよう〔誰かに〕命じた場合。
　…7）誰かが彼女の夫に企みを抱き、彼女はそれを知っていたが、それを話さなかった場合。
　それを理由として、裁判の後、彼らを離別させる。
５　鳩〔の盗み〕に対し９クナ、アヒル〔の盗み〕に対しては30クナ、鵞鳥〔の盗み〕に対しては30クナ、白鳥〔の
盗み〕に対しては30クナ、鶴〔の盗み〕には30クナ、猫〔の盗み〕には3グリヴナ、犬〔の盗み〕には３グ
リヴナ、雌馬〔の盗み〕には60クナ、雄牛〔の盗み〕には３グリヴナ、雌牛〔の盗み〕には40クナ、３才の
雌牛〔の盗み〕には30クナ、２才の雌牛〔の盗み〕には1/2グリヴナ、仔牛〔の盗み〕には５クナ、仔羊〔の
盗み〕には１ノガタ、豚〔の盗み〕には１ノガタ、羊〔の盗み〕には５クナ、雄馬〔の盗み〕には１グリヴナ、
仔馬〔の盗み〕には６ノガタ〔の罰金〕。
６　〔道中〕誰かが先行し、後の者が何かを発見した者は、先に行く者とそれを分けない。先に行く者が〔何か
を見つけた場合〕、彼はそれを続く者と分ける。
７　誰かが娘に暴行し、或いは誘拐し、もしその娘が貴族の娘、或いは妻だった場合、辱めに対し、５金グリ
ヴナ〔を払う〕。彼女が下級の貴族の娘なら、１金グリヴナ。善良な人々の娘なら30銀グリヴナ。有産者の
娘なら３ルーブリ。主教は誘拐者から１グリヴナを〔取る〕。公が罰する。
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８　妻が重病で、或いは盲目、長い病気で苦しむなら、その理由で彼女を離婚させる。夫についても同じ。
９　他人のあご髭、或いは髪を切った者は12グリヴナ〔を払い〕、公が罰する。
10　汝、裁判官は、心ではなく言葉を裁きなさい。つまり、人の口から出るもの〔を裁く〕。
11　目を〔傷つけた〕場合、半世紀のためにその人に40グリヴナ。
12　殺人犯については、都市法に従って刑を与えるよう命じる。すなわち殴打して〔奴隷として〕売る。〔彼が〕
逃亡するなら、彼の家を掠奪する。
13　窃盗は、証拠（盗品）なしで捕らえず、処罰せず、吊さない。
14　居酒屋で人を殺害したら、名誉毀損料として１ノガタ。悪意ある他人の土地の占有に100グリヴナ。独断裁
判には２グリヴナ。
15　証拠（盗品）の価値に相応する罰金を郷司に払う。原告にも同様である。
16　証人が中傷された場合、それが中傷であることを裁判官に話すなら、証人であり続ける。
17　窃盗犯は自分に〔勝訴判決〕文書を持ち、人々に〔裁判での〕防衛のために与えない。
18　裁判官は〔裁判で〕主教を代表する。〔主教に〕審理の裁判記録を送らない。
19　自分のホロープ、或いは窃盗犯を他人の世襲（相続）領地で証拠（盗品）付きで捕らえたなら、自分の裁
判官のところに連れて行き、裁く。
20　三年以前に生じたことに関して、それを裁判では裁かない。別の公或いは支配者の下で生じたものに関し
ても裁判で裁かない。
21　修道院の管轄において、修道士は典院の証人であるが、他の者の証人にはならない。
22　猫或いは犬を殺す者は、１グリヴナの罰金。〔殺された〕犬の代わりに犬を、猫には猫を用意する。
23　誰かを脅し、脅された者が脅した者について暴露するなら、彼には裁判がある。
24　窃盗犯がプリースタフから逃亡し、彼がまだ裁かれていなかったなら、プリースタフにはそのことで罪は
ない。裁かれていたなら罪になる。逃亡した場合、プリースタフには罰金があり、〔彼は原告に〕訴訟額を
与える。
25　子供は父親の証人にはならない。しかし、父親に対する証人にはなる。
26　司祭、典院、輔祭は誰の証人にもならない。但し、宗教の案件で、自分たち兄弟、すなわち典院、司祭、
輔祭の〔証人になる〕場合は別である。
27　裁判に傭人のチェーリャジが立ったが、主人の下にいたくないと望むなら、彼に罪はない。しかし彼は〔主
人に〕二倍の手付け金を払う。主人から逃げるなら、完全ホロープとして彼を主人に渡す。
28　主人が完全チェーリャジを殺しても、彼に殺人に対する罰金はない。しかし、彼には神に由来する罰がある。
29　ザークプや雇用人〔を殺した〕なら、殺人に対する罰金がある。窃盗或いは告発されている者は訴訟当事
者にはなれるが、証人にはなれない。
30　男が他の妻と結婚し、古い妻と別れないなら、夫に罪があり、若い妻を〔教会の〕館に引き取り、〔男は〕
最初の妻と住む。
31　家畜と姦淫を犯す者には12グリヴナ。舅と嫁で姦淫するなら、100グリヴナ。兄弟と本人の妻が姦淫を犯す
なら、30グリヴナ。自分の姉妹と姦淫するなら30グリヴナ。継母と姦淫するなら40グリヴナ。二人の兄弟が
一人の娘と姦淫を犯すなら、100グリヴナ。娘は〔教会の〕館で引き取られ、法に従い教会刑に処せられる。
32　二人の妻を持つ者は40グリヴナの罰金。悪い者〔第二の妻〕は教会の館に入り、〔男は〕法に従って先の妻
と住む。
33　彼が不徳にも彼女のもとに行くなら、彼は罰せられる。
34　妻が夫を殴ったら３グリヴナ。二人の妻が殴り合ったら、有罪と認められた方から１グリヴナ。
35　修道士、或いは修道女がその職を捨てたなら、主教はそのことで彼らの処罰法を決める。
36　修道院や修道院の民に生じたことには、公も支配者も介入しない。これを管轄するのは主教である。
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